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大分市あらゆる差別の撤廃及び人権の擁護に関する条例

●表紙の作品について

（目　　的）

第１条　この条例は、すべての国民に基本的人権の享有を保障し、法の下の

平等を定める日本国憲法並びに自由及び平等を定める世界人権宣言の基本

理念にのっとり、市及び市民の責務等に関し必要な事項を定めることによ

り、部落差別をはじめあらゆる差別の撤廃及び人権の擁護を図り、もって

平和な明るい地域社会の実現に寄与することを目的とする。

（市の責務）

第２条　市は、前条の目的を達成するため、第４条に規定する施策の推進を

図り、市民の人権意識の高揚及び人権の擁護に努めるものとする。

（市民の責務）

第３条　市民は、相互に基本的人権を尊重し、あらゆる差別の撤廃及び人権

の擁護に関する施策に協力するよう努めるものとする。

（市の施策）

第４条　市は、あらゆる差別を撤廃し、人権を擁護するため就労対策、産業

の振興、教育及び啓発に関する必要な施策の推進に努めるものとする。

（実態調査）

第５条　市は、前条に規定する施策の策定及び推進に反映させるため、必要

に応じ実態調査等を行うものとする。

（委　　任）

第６条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附　　則

　　この条例は、公布の日から施行する。

平成８年３月28日

大分市条例第２号

　吉村　益信（よしむら　ますのぶ）1932年－2011年
　　CUT SEA　1973年　油彩、キャンバス　72.8cm×100.0cm　大分市美術館蔵

　吉村は、大分市生まれの現代美術家。1955年、武蔵野美術学校（現：武蔵野美術大学）卒。1960年、
赤瀬川原平、風倉匠らと「ネオ･ダダイズム・オルガナイザーズ」を結成し、派手な街頭パフォーマ
ンスや、反芸術的なオブジェを発表し注目を集めた。
　本作は、1970年から吉村が環境問題に警鐘を鳴らすために取り組んだ作品群のひとつ。部分と全体
との関係性について考えていた吉村は、あえて海の一部を切り取ることで大海原の本質を描き出そう
と試みている。


